






要約:Y-G 性格検査を用いて、大阪府立羽曳野病院アレルギー小児科において施設入院療

法を実施した小中学生、男子84 名、女子 57 名、計 141 名の入院中の性格変化と退院 1年

後の喘息重症度等との関係を検討した。その結果、男女とも入院中に情緒が安定すると喘

息症状の改善度がよいことが示唆された。行動面での積極化と喘息症状の改善には一定の

傾向はみられなかった。退院1年後の喘息治療予防用薬剤数の変化では、男女とも情緒が

不安定化したものに薬剤数が増えたものが多かった。退院後 1年間の発作入院回数につい

ても検討を加えた。


